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☆ ５月から今岡保育士が入りました。もも組の担任です。

☆ １９日(水)は笹巻きづくりをします。例年、保護者の方にお手伝いで来て

いただいていますが、今年はぽぷら組の子どもと職員で笹巻き作りをします。

☆ 園児健診があります。４日(木)は、もも組 たんぽぽ組 ちゅうりっぷ組

１１日(木)は、ばら組 いちょう組 ぽぷら組

☆ ５日(金)は耳鼻科健診があります。(いちょう組 ぽぷら組)

☆ ６月の歯科検診はコロナウイルス感染予防のため、中止となっています

ので心配なことなどあれば直接歯科受診をお願いします。

☆ ぎょう虫検査を次の日程で行います。

１７日(水) 検査用紙配布

１８日(木)と１９日(金)の朝 採取

１９日(金) 提出

たんぽぽ組以上のクラスの園児は全員検査を行います。

忘れた方は次の日を提出予備日にしています。全員提出してください。

☆ 来月予定していた夏まつりについては検討中です。８日の週にお知らせ

します。

・植物の葉っぱ一枚一枚青々と輝き新緑が美しく気持ちがいい季節ですね。園庭の杏の実も大きくなり赤く色づいています。畑の夏野菜も元気に育

ち、クローバーやシロツメクサを摘んだり、ミミズやおけら、かえる、バッタなどの小動物をみつけあそんでいる子どもたちです。暑さも日に日に増して

きて、小さい子は水場を求め流水に触れたり、大きい子は砂場へ水を運びダイナミックに泥んこあそびを楽しんでいますよ。

今年のぽぷら組も鯉のぼり作りをしていました。完成して、ポールの竹が用意できると、大空を気持ちよく泳ぎますよ。模様や色をみんなで話し合い

決め、みんなで確認しながら作り上げました。考えた模様から決めた色と子どもならではの豊かな発想力があります。奇抜にも思える色合いですが色

がすべてにつくとアッと驚く素敵な色合いです。

２０２０年度 保護者会役員紹介

ぽぷら組

坂本さん(会長) 川上さん(副会長) 江口さん

いちょう組

福田さん 金築さん 大塚さん

ばら組

佐藤(ほのか)さん 式部さん 坪倉さん

ちゅうりっぷ組

金築さん 渡部さん 須山さん

たんぽぽ組

安立さん 長澤さん 野津さん

※現在開催できていない役員会ですが、今後のコロナウィ

ルスの感染状況を見て開催を予定したいと思います。

～水・砂・土など変化する素材を使って～

一日のほとんどを戸外で過ごす、ひまわりの子どもたち、0
歳から6歳まで年齢は異なっていても、あそぶ中身のほとんど
が、水・砂・草花・小動物とのふれあいです。
裸足で踏みしめる。水・砂・土の感触は子どもたちの脳に

心地よい刺激を与え自立神経がたくましく育つと言われてい
ます。
変化する素材(砂・水・土)は子どもの働きかけに自由自在

に応じてくれます。乳幼児期の水あそびへの欲求はすごいも
のです。年齢が高くなると共に砂を求め、砂・土を使ったあ
そびを楽しめるようになります。
砂・土あそびにも豊富な水が必要で、全身ぬれながらも、

空き缶・バケツなどで運びます。このあそびを繰り返すこと
で山川づくりや、ごちそうづくりなど創造性が豊かになりま
す、また手や腕の発達にもつながっていきます。
年齢が進むにつれてお互いに模倣し、話しながら、土を

掘ったり、一緒に水を運んだり協力しあう姿も見られるよう
になります。道具も巧みに使うことをおぼえ、年齢に適した
あそびができ、こんなに夢中になってあそべるものはありま
せん。
０～６歳まで約８０％の脳細胞が作られるといわれます。

人としての基本の脳を豊かにしていくのは、五感を使ったあ
そびです。特に皮膚刺激はとても大切です。夏は暑く、冬寒
い、四季の移り変わりを肌で感じ、流水、水たまり、さらさ
ら、べちゃべちゃなどのさまざまな感触が子どもの意欲をか
きたて、脳を発達させていきます。幼いうちから文字・英
語・運動・メディア教育(知育)に走ってしまう親も少なくあ
りませんが、保育園時代に大切にしたいのは、こうした自然
や五感をとおしたあそびの積み重ねです。
子どもの発達にとって欠くことのできない水・土・砂あそ

びをわたしたちはこれからもたくさん保障していきたいと思
います。

６月

園だより

お知らせ

6 月 号

20２０年6月１日発行

ひまわり第1保育園

TEL 22-5172FAX22-3911

dai1@h-himawari.net園だより




